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電気さくの設置に係る規制が見直されました。 

 平成27年7月の電気さくによる感電死傷事故を受け、電
気工事の知識を持たない者が不適切な電気さくを設置す
ることを防止するため、平成28年3月に電気さくに係る規
制が改正されました。    

＜改正の内容＞  
○不適切な「自作」電気さくの設置制限 
・これまでの電気さくは、電気工事士が（電気事業法の技 
 術基準に適合するように）作業を行う対象から除かれて 
 いたため、不適切な「自作」電気さくであっても自由に設 
 置することができると誤解を与えている懸念がありました。 
 
・そこで、「電気工事士の作業を要しない電気さく」は、「感 
 電により人体に危害を及ぼすおそれがないように出力電 
 流を制限することができる電気さく用電源装置から電気 

 を供給されるもの」に限定されることになりました（定格 
 一次電圧３００ボルト以下）。 

 

 平成28年4月1日から、電気さく用電源装置を用いない電
気さくを設置する場合は、電気工事士に相談してください。 

裏面へ 

市販されている電気さく電源装置を用いた電気さくについては、
従来通り、電気工事士の無資格者でも設置できますが、裏面
の注意点を遵守してください。 



 （経済産業省 農林水産省 日本電気さく協議会作成ポスターより） 

お問合せは山梨県西部家畜保健衛生所まで 

  電話・・・0551-22-0771（平日）     FAX・・・0551-22-6728 
  土日・休日・夜間の連絡は・・・090-5564-1018または090-5568-0817   


